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―――平成２２年 新年のご挨拶―――

新年明けましておめでとうございます。

皆様には、清々しい新春をお迎えのこととお喜び申し上げます。

旧年中は、社会福祉協議会に多大のご理解とご協力を賜り、厚くお礼を申し上げます。

私たちを取り巻く状況は、めまぐるしく変化する中、昨年は鳩山政権が、米国においては

オバマ大統領が誕生し、日米ともに新たな時代を歩み始めました。

一方、世界的同時不況を発端として、国内経済は依然として厳しい状況にあります。

日吉台学区におきましては、益々少子高齢化が進む中、高齢者世帯や独居老人が増加して

おります。当学区社協では、引き続きすべての人々が心豊かに、助け合い、支え合い、共に

生きる「ふれあいのまちづくり」を目指し、地域福祉活動の充実に向け、関係者一同努力し

てまいります。どうか皆様の更なるご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

皆様には、健やかで幸多き年となりますようご祈念申しあげ、新年のご挨拶といたします。

平成２２年１月吉日
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本紙は、皆様の自治会費の一部により発行させていただき、社協事務局にて学区内全戸に配布させていただいております。
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吉台学区社協は人推協、民児協と共催で平成２１年１１月１９日（木）に兵庫県伊丹市

レスキュー協会を訪れ、災害時に人命を救助する災害救助犬の訓練見学や、人の心を

ラピードッグの育成・派遣の説明を受けました。また、スマトラ島沖地震での災害救

活躍や、捨てられたり虐待を受けたりした犬をセラピードッグへと育成し福祉施設等

償譲渡される活動もビデオで説明がありまし

とともに社会に貢献する」理念のもとに活躍

協会で研修をさせていただき、ふれあいのま

くりの一端を担う私たちも元気づけられる一

りました。

・人推協・民児協共催 先進地視察の報告

http://www.geocities.co.jp/HeartLand/7592/
http://www.geocities.jp/hiyoshidainohukushi


◆ふれあいサロン（※これまでの「サロン」の名称を「ふれあいサロン」に改めました）

◎１１月２５日（水曜日）染物教室（公民館講座）・室内ゲーム

染物教室…自然原料で、素晴らしいスカーフが染め上がりました。

室内ゲーム…輪投げ・ダーツ・スカットボウルの３種類を楽しんで大いに盛り上がりま

した。

◎１２月１６日（水曜日）クリスマス会 映像を楽しもう！

料理はハヤシライス・サラダ・デザートを用意し、食後は皆さんでお笑いの一時を過ご

した後、ケーキをいただきました。参加された方より「とってもよいクリスマス会だっ

た」と言っていただき、スタッフ一同嬉しく思います。

◆おでかけサロン

◎１１月１８日（水曜日）京都寺町界隈散策

信長ゆかりの本能寺をはじめ、革堂（行願寺）、

下御霊神社・蘆山寺・梨木神社・相国寺・歴史

資料館・新島襄旧邸を訪ねました。京都の歴史

を肌で感じた有意義な一日でした。

◎１２月１８日（金曜日）延暦寺会館で忘年会

根本中堂で比叡山の由来などの話を聞いた後、

大講堂まで足を延ばしました。延暦寺会館に戻り、精進鍋を堪能し賑やかな忘年会とな

りました。

（希望者は琵琶湖を一望できる大浴場で入浴を楽しみました。）

恒例の収穫祭が１２月１９日、市民センターで開催されました。

参加した子どもは約５０人で、うち２０人は調理にも参加し、とても楽しそうでした。

昼食メニューは、農園で収穫した野菜を使ったカレーラ

イスと野菜サラダでしたが、お代わりする子どもが多く、

とても美味しかったようです。

食事の後は「ダーツ」、「輪投げ」、「スカットボール」の

ゲームをみんなで楽しみました。

子どもたちが春から種まきや苗の植え付け・収穫作業を

体験し、それらの野菜を調理して友達と楽しく食事が出来

たことはとても有意義な収穫祭でした。

“ ふ れ あ い サ ロ ン 日 吉 台 ” 活 動 報 告

友達と楽しくお食事

ふ れ あ い 農 園 収 穫 祭
地球温暖化について、私たちの家庭においても「環境にやさしい暮らし方」が求められて

います。そこで、家庭で手軽にできる具体例を学び、二酸化炭素の削減や家計にもやさしい

暮らしにつなげるように、去る１２月８日（火）１３：３０より、日吉台市民センターにて

福祉のまちづくり講座について



自治連環境衛生部と社会福祉協議会が共催し、おおつ環境フォーラムの池内みさ子氏・大津

市廃棄物減量推進課の職員を講師に招き、多数の参加者を得て、くらしと環境問題の講座を

開催しました。

講座の中では、「暖房は必要なときだけつける、温度設定は２０℃とする」、「エアコンのフ

ィルターを月１、２回清掃する」、「こたつは敷布団を使用して温度設定をこまめにする」、「電

球型蛍光ランプに取り替える」、「冷蔵庫にものを詰め込みすぎない」、「食器洗い乾燥機を使

用する時はまとめ洗いする」、「野菜の下ごしらえに電子レンジを活用する」、「電気ポットを

長時間使用しないときはプラグを抜く」、「入浴は間隔をあけずに入る」、「加減速の少ない運

転」、「公共交通機関の利用を心がける」、「電気・ガス・石油機器などを買うときは省エネ製

品を選ぶ」、「買い物袋（マイバッグ）をいつも持ち歩く」、「食べ物は旬のもの、近場で作っ

たものを（地産地消）」など、家庭で手軽にできる具体例を示していただきました。

第２回地域福祉懇談会は 平成２１年１０月１４日（火）坂本にある総合介護施設｢真盛園｣

で、職員さんから劇を通して、あんしん長寿相談所やケアマネージャーの仕事、真盛園の多

様なサービス（居宅介護支援事業所・訪問介護・訪問看護・デイサービス・小規模多機能型

居宅介護事業所・特別養護老人ホーム・養護老人ホーム・地域交流センター等）の説明を聞

きました。熱演される職員さん達の説明に聞き入り、その後の質問・意見交換で色々と学ぶ

ことができました。

【第５回福祉のまちづくり講座のご案内】 日吉台自主防災会 共催

◆日時：平成２２年２月１４日（日）１４時３０分から１６時まで

◆場所：日吉台市民センター 大会議室

◆内容：阪神大震災の体験「その時何が起こったか」

講師…神戸市防災安全公社理事長 長手 務氏

地 域 福 祉 懇 談 会 に つ い て

【

講師…医療アドバイザー 多田 幸生氏
日吉台学区社会福祉協議会 ふれあい給食部では、民生委員児童委員・福祉委員・健康推

進委員・給食ボランティアの協力によって、毎月１回独居の高齢者宅へふれあい弁当をお届

しており、対象者の方々に とても楽しみにしていただいております。

この度、年度替りにあたり年に４回お手伝いをしていただける給食ボランティアを若干名

募集いたします。勿論、男女性別を問いませんので、是非調理仲間にお入りください。

出来るときに、出来る範囲で楽しいボランティアの体験をしてください。ご参加をお待ち

しております。なお、お申込みは２月１５日（月）までにお願いいたします。

≪申し込み先≫

日吉台市民センター TEL ５７９－４５１８

ふれあい給食部 北岸弘子 TEL ５７８－２０８０

お 弁 当 作 り の さ さ や か な ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 に ご 参 加 を
第３回地域福祉懇談会のご案内】

◆日時：平成２２年２月２３日（火）１４時３０分から１６時まで

◆場所：日吉台市民センター 第２会議室

◆内容：「かかりつけ医と医療情勢について」



２年前に１７７名の支援協力者を得てできました支援ネットワークの活動は、各地域に設

立された自主防災会（６地域が立ち上がり、２地域は途上です）へ移管されますのでご案内

申し上げます。

この度、大津市より要援護者リスト（個人情報）が学区自主防災会（情報管理者）へ提供

されることになりました。この個人情報は学区の１団体に提供されることが決められている

ため、今後は要援護者等の安否確認を自主防災会に委ねられることになりました。

つきましては、誠に勝手なお願いではございますが、支援者の皆様方におかれましては、

是非とも各地域自主防災会へ加入いただきますようお願い申しあげます。既に、地域自主防

災会より加入依頼が勧められていると思いますが、何卒事情ご賢察のうえ、この機会に支え

合い助け合いの自主防災会活動にご参加くださいますようお願い申し上げます。
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要 援 護 者 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク を 自 主 防 災 会 へ 移 管 し ま す
《大津っ子みんなで育て「愛」全戸訪問のご案内》

大津市では、これまで実施していた「新生児訪問」に「乳児家庭全戸訪問」を加えた『大

っ子みんなで育て“愛”全戸訪問』を、１月から開始します。平成２１年１０月１日以降

生まれた、４か月までの乳児のいる家庭を対象に実施します。

訪問では赤ちゃんや子育てについての相談に応じたり、市の子育てサービス

育児情報を提供します。

新生児訪問

（１）母子健康手帳に添付している申込ハガキまたは電話で申し込んでください

（２）後日、電話で訪問日程を調整します

（３）助産師、保健師、看護師が訪問します。訪問時間は１時間～１時間半程度です。

乳児家庭全戸訪問

（１）訪問月の前月中旬に「訪問案内ハガキ」を送付します

（２）保育士と民生委員児童委員が二人１組で訪問します。訪問時間は１５～３０分程度

です。留守の場合は、再訪問日を記入したメモをポストに投函します。

［問合せ先］新生児訪問について…総合保健センター TEL528-2748

乳児家庭全戸訪問について………保育課 TEL528-2746

……子育て総合支援センターゆめっこ TEL528-2525

い

民 生 委 員 児 童 委 員 協 議 会 よ り お 知 ら せ
｢福祉事業賛助金｣に前号以降でご協力いただいた方のご芳名を、お礼を兼ねて紹介させて

ただきます。誠にありがとうございました。

日吉台一丁目…久保田 合様、村田 きよ様

日吉台二丁目…水口 一夫様、中尾 善三郎様

日吉台四丁目…西條 正康様、中村 きみ様

「 福 祉 事 業 賛 助 金 」 の お 礼


